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夕
陽
の
ス
ン
ニ
岬
、
エ
ー
ゲ
海
は
赤
金
色
に
輝
い
て
い
た
。

こ
の
色
が
「
海
の
色
に
染
ま
る
、
ギ
リ
シ
ャ
の
ワ
イ
ン
」
と
、

今
は
昔
「
桃
色
吐
息
」
の
一
節
を
思
い
出
さ
せ
た
。
バ
イ
ロ
ン

や
多
く
の
旅
人
た
ち
が
感
嘆
し
た
地
で
あ
る
。

　

照
明
に
浮
く
パ
ン
テ
ノ
ン
神
殿
は
美
し
い
デ
ロ
ス
的
造
形
、

日
中
、
そ
こ
か
ら
眺
め
る
ア
テ
ネ
の
白
い
街
並
み
は
箱
庭
的
だ

が
、
そ
の
地
下
に
は
今
も
世
界
的
な
遺
産
が
豊
か
に
眠
る
。
マ

ト
ン
や
海
鮮
料
理
を
、
水
代
わ
り
の
ギ
リ
シ
ャ
ワ
イ
ン
で
味
わ

う
。　

年
前
ま
で
は
世
界
８
位
の
ワ
イ
ン
生
産
量
だ
っ
た
の
に
、

３０

今
や
国
内
需
要
を
満
た
す
程
度
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
バ
ッ
カ

ス
神
で
知
ら
れ
、
古
代
は
ア
ゴ
ラ
で
ワ
イ
ン
を
飲
み
交
わ
し
、

哲
学
、
科
学
を
論
じ
民
主
主
義
の
理
念
を
醸
し
た
。

　

そ
の
末
裔
た
ち
は
時
の
厳
し
い
流
れ
に
さ
ら
さ
れ
て
、
財
政

危
機
に
直
面
し
て
い
る
。
か
つ
て
は
、
世
界
上
位
の
海
運
国
で

オ
ナ
シ
ス
ほ
か
の
船
主
長
者
を
輩
出
し
、
か
つ
多
く
の
海
員
が

活
躍
す
る
時
代
も
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
海
運
界
の
変
貌
の
中
で
、

税
金
対
策
の
便
宜
置
籍
船
の
潮
流
に
抗
せ
ず
、
資
本
・
資
産
が

海
外
に
流
出
し
て
ギ
リ
シ
ャ
の
国
家
歳
入
は
激
減
し
た
。
一
方
、

こ
れ
と
い
う
産
業
も
な
く
、
輸
出
品
は
ピ
ス
タ
チ
オ
と
海
綿
の

み
と
揶
揄
さ
れ
る
始
末
と
な
っ
た
。
た
だ
一
途
に
観
光
資
源
依

存
体
質
と
な
っ
て
い
く
。

　

ギ
リ
シ
ャ
文
明
は
欧
州
文
明
の
根
源
で
あ
り
、
欧
州
人
に
と

っ
て
尊
敬
と
精
神
的
拠
り
所
で
あ
る
。
英
王
室
の
フ
ィ
リ
ッ
プ

殿
下
も
旧
ギ
リ
シ
ャ
王
家
の
係
累
と
い
わ
れ
る
。
イ
ー
ト
ン
校

１６０

会

員

の

広

場

ほ
か
の
名
門
カ
レ
ッ
ジ
で
は
ラ
テ
ン
語
と
と
も
に
ギ
リ
シ
ャ
語

は
必
須
科
目
で
あ
っ
た
。
こ
の
素
地
が
、
都
市
国
家
群
の
神
話
、

叙
事
詩
の
解
読
・
解
明
に
進
み
、
世
界
文
化
に
大
き
く
影
響
し

た
。
こ
れ
を
手
掛
か
り
に
、
シ
ュ
リ
ー
マ
ン
ほ
か
の
人
々
が
古

代
発
掘
の
扉
を
開
く
こ
と
に
な
っ
た
。
近
代
の
ギ
リ
シ
ャ
人
は
、

英
国
が
一
時
、
宗
主
国
で
あ
っ
た
関
係
も
あ
っ
て
ギ
リ
シ
ャ
系

英
国
人
も
多
い
。
米
国
に
は
著
名
な
ギ
リ
シ
ャ
系
の
啓
蒙
家
が

多
数
い
る
し
、
評
論
家
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る

も
の
も
少
な
く
な
い
。
こ
れ
は
ア
ゴ
ラ
で
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
発
揮
さ

れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

さ
て
、
エ
ー
ゲ
海
の
小
島
巡
り
も
一
興
で
あ
る
。
ト
ロ
イ
ア

を
訪
ね
、
ト
ル
コ
側
か
ら
回
遊
す
る
。
猫
だ
ら
け
の
島
、
ク
ル

マ
や
バ
イ
ク
が
禁
止
さ
れ
ロ
バ
が
交
通
機
関
の
島
、
芸
術
家
の

ア
ト
リ
エ
が
立
ち
並
ぶ
島
…
…
。
そ
れ
ら
の
島
々
の
局
印
が
押

さ
れ
た
絵
葉
書
は
い
ず
れ
も
美
し
く
受
け
取
っ
た
人
に
喜
ば
れ

る
。
東
寄
り
の
ク
レ
タ
島
へ
は
空
路
で
、
そ
こ
は
消
え
た
ア
ト

ラ
ン
テ
ィ
ス
か
と
思
わ
せ
る
異
文
化
の
匂
い
が
す
る
。
こ
こ
で

ア
ニ
ス
の
香
り
「
ウ
ゾ
」（
ギ
リ
シ
ャ
の
ブ
ラ
ン
デ
ー
）
に
酔
い

し
れ
ぬ
う
ち
に
こ
の
国
の
経
済
危
機
を
再
考
し
て
み
よ
う
。

　

こ
こ
に
ギ
リ
シ
ャ
・
コ
イ
ン
が
あ
る
。
私
の
お
宝
で
あ
る
。

Ｂ
Ｃ
４
世
紀
の
古
銭
・
ド
ラ
ク
マ
銀
鋳
貨
。
シ
ラ
ク
サ
王
国
の

デ
カ
貨
と
い
わ
れ
、
王
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
が
古
代
ギ
リ
シ
ャ
史

を
語
っ
て
い
る
。
こ
の
国
は
、
通
貨
文
明
で
も
他
の
Ｅ
Ｕ
諸
国

と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
先
進
国
で
あ
る
。
物
々
交
換
で
な
く
通
貨

流
通
経
済
が
行
わ
れ
て
い
た
、
そ
の
頃
、
今
の
Ｅ
Ｕ
の
欧
州
人

は
ま
だ
「
黒
い
森
」
で
獣
物
を
狩
る
原
始
経
済
で
あ
っ
た
の
だ
。

　

今
、
こ
の
国
の
危
機
は
Ｅ
Ｃ
Ｂ
の
支
援
も
あ
っ
て
小
康
状
態

に
あ
る
。
し
か
し
、
流
出
し
た
資
本
・
資
産
持
ち
の
ギ
リ
シ
ャ

人
は
帰
っ
て
こ
な
い
。
最
近
の
Ｅ
Ｕ
で
も
加
盟
国
間
で
の
資
産

逃
避
が
問
題
化
し
て
当
事
国
間
の
財
政
危
機
の
原
因
と
な
っ
て

い
る
。
一
国
の
財
政
を
揺
る
が
す
事
態
は
企
業
の
多
国
籍
化
、

個
人
資
産
の
過
度
の
流
出
と
考
え
ら
れ
る
。
ギ
リ
シ
ャ
危
機
は

わ
が
財
政
に
照
ら
し
て
、
対
岸
の
火
事
と
軽
視
す
る
な
、
手
中

の
コ
イ
ン
は
そ
う
問
い
か
け
て
き
た
。
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